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おける技術動向と戦略的実装 
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知的財産管理におけるエージェンティック・パラダイムの幕開

け 
2026年現在、人工知能（AI）のビジネス実装は、ユーザーのプロンプトに応答するだけの「対話型ア
シスタント」から、与えられた目標に向けて自律的に計画を立て、ツールを駆使してタスクを完遂する

「自律型AIエージェント」へと劇的なパラダイムシフトを遂げている。知的財産（IP）管理の領域におい
ても、この変化は不可逆的なトレンドとなっている。世界知的所有権機関（WIPO）の統計によれば、
世界の特許出願件数は2023年に355万件を突破し、前年比2.7%の成長を記録したほか、アジア地
域がPCT出願の54%以上を占めるなど、イノベーションの競争はかつてない規模と速度で激化して
いる1。このような環境下で、主要な法律事務所や企業の知財チームは、クライアント向けのレポート

作成やデータ集計といった非請求業務に週平均11.4時間を費やしており、限られたリソースで膨大な
先行技術調査、パテントマップの作成、競合他社の監視を処理するという過酷なプレッシャーに直面

している3。 

2024年が生成AIに対する過度な期待（ハイプ）の年であり、2025年が著作権侵害やデータ保護に関
する法的責任（アカウンタビリティ）が問われた年であったとすれば、2026年は「エージェンティック・
ワークフロー（Agentic Workflows）」が知財管理を再定義する決定的な年として位置づけられる4。こ

の変革の最前線に位置するのが、中国のスタートアップ企業Monica（Butterfly Effect）によって構築
され、2025年末にMeta社によって約20億ドルという巨額で買収された汎用AIエージェント「Manus 
AI」である6。Manusは、単なるテキスト生成器ではなく、複雑な推論、リアルタイムのウェブブラウジ
ング、コードの記述と実行、そして外部ツールとの統合を包括的に行う自律型実行エンジンとして設

計されている6。本稿では、Manus AIのアーキテクチャと新機能が、いかにして知財業務のボトルネッ
クを解消し、業務の効率化と高度化をもたらすかを、技術的、戦略的、そして法規制（特に日本のコ

ンテキスト）の観点から網羅的に分析する。 

Manus AIのコア・アーキテクチャと自律実行の技術的優位性 
知財業務の高度化を論じる上で、Manus AIが従来の基盤モデル（GPT-4や旧バージョンのClaude
など）と根本的に異なる技術的基盤を持っていることを理解することが不可欠である。Manusの頭脳
は、単一の独自の巨大モデルではなく、AnthropicのClaude 3.5/3.7（主たる推論エンジン）とAlibaba
のQwen（ファインチューニングされた実行モデル）を動的に呼び出すマルチモデル・アーキテクチャ
によって構築されている9。これにより、タスクの性質に応じて最適なモデルを動的に選択し、コストと



推論性能のバランスを最適化している。 

CodeAct（コード駆動型アクション）フレームワーク 
Manusの最大の技術的革新は、「CodeAct」と呼ばれる実行メカニズムにある9。一般的なAIがシス
テムに事前定義されたAPIのプリセット機能に依存するのに対し、Manusはクラウド上に隔離された
サンドボックス（仮想計算環境）内で、Pythonスクリプトを自律的に生成し、テストし、実行する能力を
備えている6。知財業務におけるこのアプローチの意義は極めて大きい。例えば、特許庁のデータ

ベースから抽出された数万件の非標準フォーマットのCSVデータが与えられた場合、Manusはデー
タの前処理、クリーニング、クラスタリングアルゴリズムの適用、そしてMatplotlibやSeabornを用い
た高度なグラフ化までを、コードを書きながら自律的に完遂する6。 

反復的エージェントループとファイルベースの記憶機構 
特許分析や侵害予防調査（FTO）のような長時間のタスクにおいて、従来の対話型AIはコンテキスト
（文脈）ウィンドウの制限による「ハルシネーション（幻覚）」を起こしやすく、信頼性に欠けていた。

Manusは、ReAct（Reasoning and Acting）パターンを進化させた「分析（Analyze）→ 計画（Plan）→ 
実行（Execute）→ 観察（Observe）」という反復的なループアーキテクチャを採用している9。さらに、

進行状況や中間成果物をファイルベースのメモリシステム（短期・長期・エピソード記憶）に継続的に

保存しながら作業を進めるため、エージェントが多段階のプロセスで一時的にタスクを見失った場合

でも、過去のログを参照して自己修正を行う高度な回復力を備えている9。 

 



 
 
運用上の制約と課題 
一方で、2026年時点のManus AIの実運用には明確な限界も存在する。複雑なタスクにおける信頼
性は向上しているものの、ステップ数が極端に多いプロセスでは、エージェントが無限ループに陥っ

たり、不完全な結果を出力したりするエラー率が依然として報告されている6。また、事実や統計、価

格情報、法的引用を生成する際にハルシネーションを引き起こすリスクが完全に排除されていない

ため、批判的なファクトチェックが不可欠である6。さらに、Manusのクレジットベースの価格設定モデ
ルは、複雑なタスク1件あたり500〜900クレジットを消費する可能性があり、企業単位での大規模な
導入においてはコストの予測可能性が著しく低下するという財務的な課題も指摘されている6。 

知財調査とパテントマップ構築の自律化プロセス 
Manusの自律実行能力とデータ処理能力を組み合わせることで、これまで知財専門家が膨大な時
間を費やしていたプロセスの多くが根本的に再構築される。パテントマップ（特許ランドスケープ）分

析は、R&D投資の最適化、FTOの確保、そして競争優位性の特定において必須の戦略的インテリ
ジェンスであるが、その構築には手作業による特許の抽出、スクリーニング、分類、そして視覚化と



いう多大な労働集約的プロセスが伴っていた12。 

Manusを導入したエージェンティック・ワークフローでは、ユーザーが「特定の遺伝子編集技術に関す
る過去5年間の主要競合の特許出願動向を調査し、技術的なホワイトスペースを特定してエグゼク
ティブサマリーを作成せよ」という高次元の目標を自然言語で与えるだけで、自律的な実行が開始さ

れる6。 

このプロセスにおいて、Manusはまずリアルタイムのウェブブラウジング機能を活用し、各国の公開
特許データベースや学術論文データベースにアクセスし、関連する先行技術文書を網羅的にスクレ

イピングする6。次に、収集した膨大な非構造化テキストデータを対象に、Python環境内で自然言語
処理（NLP）アルゴリズムを実行し、請求項（クレーム）の構成要件や課題・解決手段を抽出し、意味
論的クラスタリングを自動的に行う12。この段階で、単なるキーワードマッチングを超えた、技術的文

脈に基づく精緻な分類が実現される。 

分析が完了すると、Manusは発明の推移、出願人別の技術領域マッピング、引用ネットワークの可
視化をコードベースで生成し、最終的にそれらの図表を統合したプレゼンテーションスライドや詳細

なレポートファイルを自律的に出力する6。この一連の自律的ワークフローにより、R&Dチームと知財
チーム間のコミュニケーションギャップ（技術的ブレイクスルーを志向する発明者の言語と、法的防衛

を志向する知財担当者のクレーム言語の違い）が早期かつ視覚的に埋められ、特許出願前のコラ

ボレーションが劇的に強化される16。 

MCP（Model Context Protocol）による特許データベース群
の統合 
AIエージェントが知財領域で真の自律性を発揮するためには、外部のサイロ化されたデータベース
と安全かつシームレスに連携する能力が不可欠である。この課題を解決する技術的ブレイクスルー

が、オープンソース標準である「Model Context Protocol（MCP）」の統合である18。MCPは、AIモデ
ルと各種データソース（ローカルファイル、社内データベース、外部API）を標準化された形式で接続
するためのプロトコルであり、いわば「AIのためのユニバーサルなUSB-Cポート」として機能する18。 

MCPのアーキテクチャは、ホスト（AIアプリケーション）、クライアント（接続アダプタ）、サーバー（デー
タ提供側）の明確な分離に基づいており、モジュール性とセキュリティを両立させている19。知財領域

においては、このプロトコルを活用した革新的な統合がすでに始まっている。開発者コミュニティに

よって、米国特許商標庁（USPTO）のAPI群（PPUBS、TSDR、PTAB）に直接接続するためのMCPサー
バーが構築され、公開されている20。 

このUSPTO向けMCPサーバーをManusに組み込むことで、エージェントは以下のような複雑な法的
照会を、プロンプトから直接かつ正確に実行することが可能となる。 

●​ 「アプリケーション番号16/123,456の包袋履歴（Prosecution History）と現在の法的ステータス
を抽出し、審査官の拒絶理由を要約せよ」22 

●​ 「Moderna社が譲受人となっているすべての特許譲渡記録（Assignments）を検索し、権利関係
の変遷を時系列で整理せよ」22 



●​ 「特許番号10,234,567に対する特許審判部（PTAB）での無効審判チャレンジの履歴とその結果
を報告せよ」22 

このような動的かつ構造化されたデータへの直接アクセスは、一般的なLLMが陥りやすい「学習デー
タの陳腐化」や「情報の捏造（ハルシネーション）」を根本から防ぐ効果を持つ。さらに日本市場にお

いては、将来的に独立行政法人工業所有権情報・研修館（INPIT）が提供するJ-PlatPat等のAPIと
MCPを通じて連携するサーバーが開発されることで、日本国内の特許・商標・意匠データの自律的
かつリアルタイムな監視システムが構築されることが強く推測される。MCPの普及は、AIがアクセス
できるデータの断片化を解消し、包括的なインテリジェンス基盤への移行を加速させる。 

Agent Skillsがもたらす知財業務の「暗黙知の形式知化」 
汎用的なAIエージェントを特定の専門領域（ドメイン）におけるエキスパートレベルに引き上げるため
には、手続き的知識、法的な文脈、そして組織固有のルールをシステムに教え込む必要がある。

Manusは、Anthropicが提唱するオープンスタンダード「Agent Skills」を完全に統合することで、この
課題に対処している23。 

Agent Skillsは、専門家のベストプラクティス、一連のワークフロー、およびツール連携の手順を「
SKILL.md」という再利用可能なファイル形式にパッケージ化する革新的な機能である23。これは、新

入社員向けのオンボーディングガイドをAI向けに機械可読化したものと捉えることができる。一度構
築されたSkillは、複数のプロジェクトや異なるチャットセッションでオンデマンドに呼び出すことが可能
であり、特化性、再利用性、合成性（複数のSkillを組み合わせて複雑なタスクを処理する能力）を提
供する23。 

知財および法務業務において、Agent Skillsは「暗黙知の形式知化」を実現する強力なツールとな
る。 オープンソースコミュニティ（例：Lawvable）では、すでに法務特化型のAgent Skillsが共有され始
めている25。例えば、企業の法務・知財部門は、日常的に発生する秘密保持契約（NDA）のレビュー
をSkillとして登録できる。受信したNDAを自動的にスキャンし、自社の交渉プレイブックに照らし合わ
せてリスクを「Green（標準的）」「Yellow（要レビュー）」「Red（重大な問題あり）」にトリアージするプロ
セスや、片務的なNDAにおける所有権条項の逸脱を特定し、代替案（レッドライン）を提示するワーク
フローが自律化される25。 

さらに、特許明細書のドラフティングにおいてもその効果は顕著である。ベテランの弁理士が持つ

「背景技術の記述から、課題、解決手段、そしてクレームの多層的な階層構造を構築する」という一

連の思考プロセスをSkillとして記述し、Manusの「Team Skill Library」に登録・共有する23。これによ

り、経験の浅い特許技術者や組織内の他のメンバーが、エキスパートの肩の上に乗るようにして、高

品質かつフォーマットが統一された明細書案を効率的に生成することが可能となる23。 

 



 
 

汎用AIエージェントと特化型知財プラットフォームの競合と共
生 
Manus AIのような汎用型の自律エージェントが台頭する一方で、知財業界にはPatSnap、Clarivate（
Derwent）、Anaqua、Cyprisといった、長年のデータ蓄積に基づく強力な「特化型知財AIプラット
フォーム」が存在する1。企業の知財部門や法律事務所は、高価な特化型ライセンスを解約して安価

な汎用エージェントに移行すべきか、という技術的ジレンマに直面している。 

データと市場動向の分析が明確に示唆する結論は、「ゼロサムの競合」ではなく「ハイブリッド型の連

携と共生」が2026年における最適解であるということである29。 

特化型知財AIツールは、一般的なAIモデルでは決して到達できない精緻なデータカバレッジと、法務
文書に最適化された自然言語処理（NLP）アルゴリズムを備えている30。例えば、PatSnapや
Clarivateは全世界100以上の法域にわたる数億件の特許データや非公開の包袋データを網羅して
おり、特許クレームの独特な言語構造に特化した機械学習モデルを活用することで、新規性調査に

おいて汎用AIツールに対して40%以上の精度向上（ベンチマークテストでの76%のヒット率等）を実
現している1。これに対して、Manusのような汎用エージェントは、学習データの制約やAPIの制限から



マイナーな法域の特許データが欠落する可能性があり、高度に専門的なクレーム解釈において致命

的な見落としや法的解釈の誤り（ハルシネーション）を犯すリスクが残存している6。 

一方で、特化型ツールは「特許空間における検索と分析」には極めて優秀であるが、R&D部門や経
営層が真に必要とする「特許データ、科学論文、競合の財務データ、市場のレギュレーション情報を

横断的に統合したビジネス・インテリジェンス」の構築にはアーキテクチャ上の限界がある28。多くの

場合、特化型ツール内での作業結果を弁理士が手作業で抽出し、別のプレゼンテーションソフトでレ

ポートに再構築するプロセスが残存している。 

ここで、Manusの自律的な「オーケストレーション（指揮・調整）機能」が真価を発揮する31。以下の表

は、それぞれのシステムの優位性と、両者が連携した際の統合的価値を示している。 

評価軸 汎用AIエージェント（例
：Manus） 

特化型知財AI（例：
PatSnap, Clarivate） 

ハイブリッド統合による

高度化シナリオ 

データ網羅性と品質 オープンウェブおよび

連携APIに依存。専門
的データへのアクセス

は限定的。 

100以上の法域、数億
件の特許、非公開の

包袋データ、独自引用

ネットワークを保持。 

特化型ツールの網羅的

で高精度な検索結果（

APIやエクスポートデー
タ）を、Manusがインプッ
トとして受け取り解析す

る。 

法的解釈と精度 一般的な文脈理解能

力は高いが、特許ク

レームの厳密な解釈

においてはハルシネー

ションの懸念あり。 

特許クレームの構造

解析や類似度判定に

特化した独自のNLPモ
デルにより、精緻な法

的スコアリングが可

能。 

特化型AIが算出した侵
害リスクスコアをベース

に、Manusが関連する
市場動向や競合の

ニュースと紐付けてビジ

ネスリスクを評価する。 

領域横断的インテリ

ジェンス 
特許、財務、学術論

文、ニュースなど複数

のドメインを横断した

分析と統合が得意。 

特許データに特化して

おり、他領域のデータ

とのシームレスな統合

機能は限定的（サイロ

化）。 

特許の法的評価（特化

型ツール）と、市場・技術

動向（汎用エージェント）

を融合させた、R&D部門
向けの包括的インテリ

ジェンスを構築。 



ワークフローの自律化 複数ツールの操作、

コード実行、レポート

の自動生成など、エン

ドツーエンドの自律実

行が可能。 

ツール内でのレポート

出力やアラート設定に

とどまり、他の社内シ

ステムとの連携には手

動介入が必要。 

Manusが特化型ツール
を自律的に操作し、結果

を抽出後、社内CRMや
ドキュメント管理システ

ム、Slack等へ自動連
携・通知する。 

このハイブリッドアーキテクチャにより、特化型ツールの高い法的精度を維持しつつ、汎用エージェン

トの柔軟性と自律性を活用して、知財業務全体のワークフローを完全に結合させることが可能とな

る。 

エージェンティックAIの運用に伴うセキュリティと法的責任 
AIが単なる「助言者」から、システム上で自律的に行動する「実行者」へと進化するに伴い、企業は技
術的な導入だけでなく、セキュリティ認証、データプライバシー、そして法的責任の所在という複雑な

ガバナンスの壁に対処しなければならない。 

1. エンタープライズ・セキュリティとデータ保護 
知財部門が扱う情報は、未公開の特許出願情報、M&Aに向けたデューデリジェンスの資料、競合他
社とのライセンス交渉の機密事項など、企業の根幹に関わるトップシークレットである。Manusの初
期バージョンや一般向けプランは、SOC 2（Service Organization Control Type 2）認証やEUの一般
データ保護規則（GDPR）への準拠が不透明であり、また医療データを扱うためのHIPAA（医療保険
の携行性と責任に関する法律）におけるビジネスアソシエイト契約（BAA）の締結を拒否しているた
め、機密情報を扱う上では決定的なディールブレイカー（取引の障害）と見なされていた6。 

しかし、Meta社による買収以降、エンタープライズ向けのインフラ整備が急速に進展している。
Manusの「Team/Enterprise Plan」では、SOC 2コンプライアンスへの準拠が明記されたほか、顧客
の入力データやファイルがAIモデルのトレーニングに利用されないよう明示的に禁止する厳格なオ
プトアウトポリシーが導入されている33。さらに、チーム内での細かなアクセス権限（Granular 
Sharing Controls）の管理機能が提供されており、企業は自社のセキュリティ基準を満たす形で自律
型エージェントをデプロイすることが可能になりつつある33。 

2. エージェンティックAIの法的責任とHuman-in-the-Loopの必要性 
2026年の法務・知財業界における最大のパラダイムシフトの一つは、「自律型AIの法的責任（The 
Rise of Agentic AI Liability）」の顕在化である4。AIエージェントが自律的にコードを実行し、外部シス
テムと連携して契約の処理や期限の管理を行うようになった結果、伝統的な代理法（Agency Law）
の原則が揺さぶられている。もしAIエージェントが誤った先行技術調査に基づいて権利化を断念する
判断を下したり、知的財産管理システム上で重要な年金納付の期限を誤って処理した場合、その甚

大な経済的損失の責任は、システムを利用した企業が負うのか、それとも自律的に行動したAIのベ



ンダーが負うのかという法的空白が生じている4。 

現状、裁判所はこの完全自律型エージェントの挙動に関する責任分配について明確な判例を確立し

ていない4。特許法をはじめとする知財プロセスでは、期限の徒過や不完全な情報に基づく判断は、

権利の永久的な喪失という不可逆的な損害をもたらす。したがって、企業はManusのような自律型
エージェントを導入するにあたり、プロセスから人間を完全に排除する「完全自律（Agentic AI）」では
なく、AIが抽出したデータや提案内容を専門家が最終的に検証・承認する「エージェンティック・ワー
クフロー（Agentic Workflows）」を構築しなければならない5。この「Human-in-the-Loop（人間の介
在）」は、単なる品質管理のプロセスではなく、企業を法的リスクから守るための不可欠な「責任の盾

（Liability Shield）」として機能する5。2026年時点において、知財業務におけるAIの完全な無人稼働
は、法的および財務的に許容できない高リスクな試みである。 

日本市場におけるAI関連法規と知的財産政策の動向 
グローバルなプラットフォームであるManusを日本企業の知財部門に統合するにあたっては、日本
政府の規制ガイドラインと司法の最新の動向に適合させる必要がある。日本はAIの利活用を国家戦
略として推進している一方で、技術の進化に対応した厳格な法的枠組みの構築を急いでいる。 

1. 「AI事業者ガイドライン（第1.1版）」への適合義務 
総務省および経済産業省が2026年春に策定した「AI事業者ガイドライン（第1.1版）」では、生成AIの
次のフェーズとして、特定の目標達成のために自律的に行動する「AIエージェント」や「フィジカルAI」
に対するガバナンス要件が明確に定義された34。知財部門でManusを運用する経営層や情報システ
ム部門は、このソフトロー（非強制的ガイドライン）に準拠し、アジャイル・ガバナンス体制を構築する

責任を負う34。 

自律型エージェントの導入に伴う最大のリスクは、AIの論理エラーや外部からのマニピュレーション
（操作）による意図せぬ情報漏洩やシステムの破壊である35。これを防ぐため、ガイドラインでは多層

防御システムと技術的ガードレールの実装が強く推奨されている。具体的には、Manusが社内の特
許管理データベースにアクセスし、自律的にデータを変更（アップデート）する権限を付与する前に、

サンドボックス環境での十分な動作検証を行うこと、不審なネットワークトラフィックを検知する異常

検知システムを導入すること、そして致命的な変更に対するロールバック（復旧）機能を確実に実装

することが求められる34。 

2. 発明者適格性（AI Inventorship）に関する司法判断の確定 
もう一つの極めて重要な法的コンテキストは、AIが生成した発明の特許性に関する司法の判断であ
る。知財業界において長年議論を呼んできた「DABUS事件（AIを単独の発明者として記載した特許
出願の是非を問う国際的なテストケース）」において、日本の知的財産高等裁判所は2025年1月30
日、画期的な控訴審判決を下した36。 

知財高裁は、原審（2024年5月の東京地裁判決）を支持し、「現行の特許法が定義する『発明者』は
自然人（Natural Person）に限られる」と明確に判示し、AIを発明者とする特許出願を却下した日本国



特許庁（JPO）の処分を適法とした36。裁判所は、AIの急速な発展により自律的な発明生成が可能に
なりつつある現状を認識しつつも、AIに権利能力を認めるような制度変更は司法の解釈の限界を超
えており、国民的議論に基づく新たな立法的枠組みが必要であると指摘した36。 

この判決が実務に与える影響は決定的である。Manusの強力なデータ分析力やAgent Skillsを用い
て、新規技術のアイデアを生成したり、特許請求の範囲を自動作成したりすること自体は、R&Dや知
財業務の効率化として極めて有効である。しかし、法的には「AIはあくまで人間の発明プロセスを補
助するツール」として位置づけられなければならない37。企業は、特許出願過程において「人間の技

術者や研究者がどの段階で、どのように本質的な技術的貢献（着想の具体化、データの取捨選択、

クレームの最終構成等）を行ったか」を詳細に文書化し、将来の無効審判や権利帰属の争いに備え

た証拠として保持する厳格な内部プロセスを確立する必要がある39。 

結論：次世代の知財組織に向けた戦略的ロードマップ 
2026年、汎用自律型AIエージェント「Manus」の登場は、知的財産管理における「エージェンティック・
ワークフロー」の時代を決定づけるマイルストーンである。高度な推論能力とCodeActアーキテク
チャによる実行力を備えたManusは、膨大な先行技術のスクレイピング、パテントマップの構築か
ら、定型的なNDAのトリアージレビューまで、これまで人間の専門家が手作業で行っていたデータ集
約的かつ時間消費型のプロセスを根底から変革するポテンシャルを実証している。 

しかし、本報告書の分析が示す通り、その導入は既存のシステムや人間の専門性を完全に代替す

るものではない。知財部門が競争優位性を確立し、法的リスクを管理するための戦略的アクションと

して、以下の3点が提言される。 

1.​ ハイブリッド・インテリジェンス体制の確立:​
Manusを単一の万能ツールとして扱うのではなく、PatSnapやClarivateといった高いデータカバ
レッジと法的精度を持つ特化型AIプラットフォームの「オーケストレーター（指揮者）」として位置
づける。MCP（Model Context Protocol）等の最新の統合標準を活用し、専門データベースの
検索力と、Manusの領域横断的な分析力・システム間自動化能力を連携させることで、情報の
サイロを破壊し、包括的なR&Dインテリジェンス基盤を構築する。 

2.​ 組織的暗黙知のAgent Skills化と共有:​
属人化していたベテラン弁理士や法務担当者のノウハウ（明細書作成の勘所、契約書トリアー

ジの法的基準、交渉のプレイブック）を抽出し、Manusの「Agent Skills」として積極的にファイル
化（形式知化）する。これをTeam Skill Libraryを通じて組織全体にデプロイすることで、若手人
材の早期戦力化を図り、組織横断的なアウトプット品質の均一化と高水準化を実現する。 

3.​ 強固なガバナンスとHuman-in-the-Loopの制度化:​
日本における「AI事業者ガイドライン（第1.1版）」の要求水準を満たすセキュリティ防御体制を構
築し、エンタープライズ版Manusによるデータ保護（SOC 2対応および学習利用のオプトアウト）
を徹底する。同時に、知財高裁のDABUS判決（AIの発明者性否定）およびエージェンティックAI
の法的責任の不確実性に鑑み、システムの自律性に過度に依存しないプロセスを設計する。

最終的な法的評価、期限の管理、および出願可否の意思決定には必ず人間（専門家）が介在

する監査体制（Human-in-the-Loop）を敷き、これを「責任の盾」として機能させる。 

知的財産業務における真のパラダイムシフトとは、AIが人間の専門家の仕事を奪うことではない。自



律型AIエージェントが情報の収集・整理・初期分析・可視化という膨大なノイズ処理を自動化すること
で、人間の専門家が「事業戦略と知財ポートフォリオの高度な融合」「複雑なクロスライセンス交渉の

主導」といった、より創造的で戦略的な思考に専念できる環境を創出することにある。この人間と自

律型AIの新たな協働モデルへの移行を戦略的かつ安全に先導できる組織こそが、次世代のグロー
バルなイノベーション競争において圧倒的な優位に立つであろう。 
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